
男 合計

・学校給食について【事前提出あり】
　前回の議会で完全米飯給食について質問があった。完全
米飯に取り組むとすると、どのような問題点があるのか。具
体的に教えてほしい。
　今後、小矢部市としては完全米飯に取り組むことは可能
なのか。前向きに考えているのかどうか教えてほしい。

　市民の皆さんと同様の認識のもと、完全米飯給食の実施
について、一部の議員が当局に対して質問をしています。
　当局の答弁では、パン食に比べ、米飯の方が単価が高い
ことによる給食費の高騰や、献立の偏り、炊飯会社の調理
能力など、様々な問題があるということでした。また、子ども
たちの食生活が多様化しており、児童生徒の給食アンケー
トによると、週１回しかないパン食のメニューである揚げパ
ンやソフト麺などを楽しみにしている子どもも多いということ
であります。
　一方で、農業が基幹産業である本市にとって、全国的に
米の消費量が減っているという現実は小さな問題ではない
と思っています。
　今後、教育委員会では、完全米飯給食にした場合の問題
点を整理し、学校や児童生徒の要望も聞きながら実施の検
討をしていきたいということですので、議会としても注視して
いきたいと思っています。

・女性の政治参加等について
　女性が市政に関心を持つための取組が必要ではない
か。
　託児を設けたり、赤ちゃんの同伴も可能とすることで、議
会のイメージも良くなると思う。

　小矢部市では、女性議会が２年ごとに開催されています。
女性ならではの視点で、新たな施策の提言が行われてお
り、女性が市政に関心を持つ良い機会になっているのでは
ないかと思っています。
　人口減少と高齢化が同時に進行している状況にあって、
職場や地域社会、あるいは政治の世界にも、男女を問わ
ず、多くの意見を取り入れることが必要になっています。市
政への関心を高めるためにどのような方法が良いのか、議
会としても考えていきたいと思っています。
　ご提言のありました託児の設置や赤ちゃんの同伴を可能
とすることについては、現時点ではあまり問題となっていな
いので、検討していないというのが正直なところです。
　また、小矢部市議会では、乳幼児を連れての議会傍聴を
禁止しておりませんので、幼い子どもを連れた母親等の議
会傍聴も可能になっています。多くの皆さんに議会傍聴に
お越しいただきたいと思っています。

意見等の要旨 議員回答の要旨

出席議員 宮西　佐作 砂田　喜昭 沼田　信良
石田　義弘

（議長）

福島　正力 藤本　雅明 山室　秀隆

司会進行
石田　義弘

（議長）
記録 議会事務局

議会報告会での意見交換（概要）

開始時刻 午後７時 終了時刻 午後８時３５分

参加者数 １０人 女 ４人 １４人
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・市庁舎について
　市庁舎は、いずれ建て替えが必要になる。南砺市は分庁
舎ということであるが、やはり老朽化している。砺波市につ
いても、いずれは庁舎を建て替えなくてはいけないだろう。
３市とも人口減少が進むことが明らかな状況である。３市の
中心地に共同で庁舎を建設して、フロアごとに小矢部市・
砺波市・南砺市に分けるなど検討してはどうか。

　市庁舎の問題については、なかなか難しい問題だと思っ
ています。
　ただし、消防や介護保険については砺波地区広域圏で、
ごみ等については高岡地区広域圏でそれぞれ対応してい
ますが、砺波地区広域圏で見てみますと、津沢地区は地理
的にはど真ん中の地域ではないかと思います。
　３市とも人口減少が進むことが明らかな状況ですので、今
まで以上に広域で考えていくことが必要になるのではない
かと思っています。

・行政視察について
　各委員会で行政視察研修を実施されている。視察先の施
策の中で、小矢部市に早急に取り入れた方が良いという施
策があれば教えてほしい。

　今年の民生文教常任委員会の行政視察で、認知症は治
るということを学んできた。視察先の施設では、１日１．５
リットルの水分を摂るということ、おむつを着用するのでは
なくトイレで用を足すようにすること、筋力トレーニングをす
ること。こうしたことの組み合わせで、入居当初は杖を振り
回していた方が、会話できるようにまでなっているということ
であった。
　こうした事例を見て来て、小矢部市でどう生かしていくの
か。しっかりとした理論を学ぶ必要があるのではないかとい
うことで提案しており、市当局も情報を集めると言っていま
す。

・身近な議会とすることについて
　高校生以下の子どもたちは未来の小矢部市を担う大切な
存在である。議会体験や出張講座をするなど、子どもたち
にわかりやすく身近な議会としてはどうか。

　子どもたちが未来の小矢部市を担う大切な存在であるこ
とは、言うまでもありませんし、同じ認識を持っています。
　過去には、大谷小学校の生徒が「総合的な学習の時間」
の校外学習として、市役所を訪れ、議会の仕組みについて
説明を受けた後、議場の見学もされています。
　議会体験や出張講座などについては、現時点では検討し
ていないというのが正直なところですが、議会を身近に感じ
ていただくということでは、幅広い年代の方々に参加いただ
けるこの議会報告会も良い機会ではないかと思っていま
す。
　選挙年齢も「２０歳以上」から「１８歳以上」に引き下げられ
たところでもあります。若者や子どもたちに政治や選挙に関
心を持っていただくにはどのような方法が良いのか、議会と
しても考えていきたいと思っています。

・小矢部市の発展について
　小矢部市が発展するには、やはり石動が発展しないとい
けない。石動駅周辺は、やはり交通の便も良いし、立地条
件としては悪くないと思う。県は、国の研究施設等を誘致で
きないか検討している。小矢部市もあらゆる手段を使って、
研究施設や専門学校などを誘致すべきではないか。人が
集まる施設等を誘致することで、今はないビジネスホテル
やマンション、飲食店などが増えると思う。駅周辺に公園や
駐車場など人が集まらない施設ばかり作っていてもダメで
ある。どのように考えているのか。

　にぎわいの創出ということでは、商業施設やホテルの進
出など、議員も提案しているところです。ただ、民間事業者
が行うことですし、市当局がいろいろと接触したり交渉した
りしていることは把握していますが、交渉事でもありますの
で、あまり表に出せないこともあります。議員もアンテナを
立てて、情報を得ながら、いろいろと提案していきたいと
思っています。
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・行政視察について
　各委員会の行政視察研修では先進地を訪問しているとい
う報告があった。逆に、行政視察研修で小矢部市に来られ
る他市議会はあるのか。どのようなテーマで来られている
のか。

　北陸新幹線の開業等の影響もあり、小矢部市への行政
視察件数は確実に増えています。
　行政視察項目については、アウトレットモールの誘致や認
知症地域支援体制の取組、おやべ型１％まちづくり事業な
どが多くなっています。

・アウトレットモールの従業員アンケートについて
　人口対策の観点から、アウトレットモールの従業員にアン
ケート調査を実施された。この結果を受けて、どのように対
応していくのか。

　アンケートの結果については、良い回答を得たと思ってい
ます。宅建協会や建設業協会の皆さんとも協議をしていま
す。市内のアパートは満室の状況であり、市営住宅には空
室が４０戸ほどありますが人が住める状態ではないというこ
とです。
　市も努力していますが、議会からも申し入れしていきたい
と思います。

議会報告会での意見交換（概要）
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